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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 4日 (2006.9.4)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ を 有 し か つ 血 管 内 に 液 体 を 注 入 す る 第 １ の 構 成
要 素 と 、
　 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 第 ２ の 構 成 要 素 と 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 連 結 さ れ 、 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 圧 力 作 動 弁 と を 備 え
、
　 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 第 １ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 に 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 を 連 絡 さ せ
て 第 ２ の 構 成 要 素 を 第 １ の 構 成 要 素 に 連 結 し 、 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 第 １ の 構 成 要 素 及 び 第
２ の 構 成 要 素 内 の 圧 力 を 調 整 し 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 内 の 圧 力 が 閾 値 を 超 え る と き 、 圧 力 作 動 弁 は 、 第 １ の 構 成 要 素 及 び 第 ２
の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 か ら 圧 力 を 解 放 す る こ と を 特 徴 と す る 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ の 構 成 要 素 は 、
　 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 し か つ 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 を 有 す る シ リ ン ダ 状 の
ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 に 配 置 さ れ 、 開 口 部 を 通 じ て ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 の 流 体 を
押 し 出 す プ ラ ン ジ ャ と を 含 む シ リ ン ジ を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 ２ の 構 成 要 素 は 、
　 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 有 し 、 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 を 有 す る シ リ ン ダ 状 の ハ
ウ ジ ン グ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 第 １ の 端 部 に 設 け ら れ た 開 口 部 と を 備 え 、
　 第 １ の 端 部 の 開 口 部 を 第 １ の 構 成 要 素 に 連 結 し て 、 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 を 第 １ の
構 成 要 素 の 内 部 容 積 に 連 絡 さ せ る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 設 け ら れ た 孔 と 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 内 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ る プ ラ ン ジ ャ と 、 第 ２ の 構 成 要 素 の



内 部 容 積 内 に 配 置 さ れ る バ ネ と を 備 え 、
　 バ ネ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 端 部 と プ ラ ン ジ ャ と の 間 に 配 置 さ れ 、 休 止 位 置 の プ ラ ン ジ
ャ は 、 孔 と 第 １ の 端 部 の 開 口 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 第 １ の 端 部 の 開 口 部 を 通 じ て 流 体 が ハ
ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 に 注 入 さ れ る と き 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 の 増 加 す る 圧 力 に よ り 、
孔 に 向 か っ て プ ラ ン ジ ャ を 移 動 さ せ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 孔 は 、 第 ２ の 構 成 要 素 の ハ ウ ジ ン グ の 側 部 に 配 置 さ れ て 、 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 に
連 絡 し 、 標 準 圧 力 で は 、 孔 は 、 プ ラ ン ジ ャ よ り も 第 ２ の 端 部 に 接 近 し 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部
容 積 内 の 圧 力 が 増 加 し て 、 プ ラ ン ジ ャ が 移 動 し て 孔 を 通 過 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 圧 力 は
、 孔 を 通 じ て 解 放 さ れ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 更 に 、 第 １ の 構 成 要 素 を 第 ２ の 構 成 要 素 に 連 結 す る 第 ３ の 構 成 要 素 を 備 え 、 第 ３ の 構 成
要 素 は 、 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ と 、 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 と を 備 え
、 第 ３ の 構 成 要 素 の 第 １ の 端 部 を 第 １ の 構 成 要 素 に 連 結 し 、 第 ３ の 構 成 要 素 の 第 ２ の 端 部
を 第 ２ の 構 成 要 素 に 連 結 し て 、 第 １ の 構 成 要 素 、 第 ２ の 構 成 要 素 及 び 第 ３ の 構 成 要 素 の 内
部 容 積 を 連 絡 さ せ る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、 圧 力 の 閾 値 を 選 択 で き る 請 求 項 １ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 沿 っ て 複 数 の 孔 を 配 置 し 、 更 に 、 １ つ の 孔 を 選 択 的 に 開 口 す る と 同 時
に 、 他 の 複 数 の 孔 を 閉 塞 す る 位 置 に 配 置 で き る 選 択 部 材 を 複 数 の 孔 に 対 し て 移 動 可 能 に 取
り 付 け た 請 求 項 ７ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 血 管 の 一 部 を 摘 出 す る 過 程 と 、
　 摘 出 し た 血 管 の 第 １ の 端 部 を 連 結 装 置 に 連 結 し て 、 血 管 の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 連 結 装 置
と 血 管 と の 間 に 封 止 構 造 を 形 成 す る 過 程 と 、
　 血 管 の 第 ２ の 端 部 を 閉 塞 す る 過 程 と 、
　 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ を 備 え 、 血 管 内 に 液 体 を 注 入 す る 第 １ の 構 成 要
素 と 、
　 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 第 ２ の 構 成 要 素 と 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 連 結 さ れ 、 第 ２ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 圧 力 作 動 弁 と を 備 え
、
　 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 第 １ の 構 成 要 素 に 連 結 さ れ て 第 １ の 構 成 要 素 の 内 部 容 積 に 第 ２ の 構
成 要 素 の 内 部 容 積 を 連 絡 し 、 第 ２ の 構 成 要 素 は 、 第 １ の 構 成 要 素 及 び 第 ２ の 構 成 要 素 内 の
圧 力 を 調 整 し 、
　 第 ２ の 構 成 要 素 内 の 圧 力 が 閾 値 を 超 え る と き 、 第 １ の 構 成 要 素 及 び 第 ２ の 構 成 要 素 の 内
部 容 積 か ら 圧 力 を 解 放 す る 装 置 を 使 用 し て 連 結 装 置 を 通 じ て 流 体 を 血 管 に 注 入 す る 過 程 と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 移 植 用 血 管 準 備 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 更 に 、 摘 出 し た 側 枝 血 管 か ら 流 体 が 漏 洩 す る か 否 か を 判 定 す る 過 程 と 、
　 漏 洩 を 検 出 し た 場 合 、 側 枝 血 管 を 外 科 的 に 閉 塞 し て 漏 洩 を 停 止 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 移
植 用 血 管 準 備 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、 圧 力 の 閾 値 を 選 択 で き る 請 求 項 ９ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 沿 っ て 複 数 の 孔 を 配 置 し 、 更 に 、 １ つ の 孔 を 選 択 的 に 開 口 す る と 同 時
に 、 他 の 複 数 の 孔 を 閉 塞 す る 位 置 に 配 置 で き る 選 択 部 材 を 複 数 の 孔 に 対 し て 移 動 可 能 に 取
り 付 け た 請 求 項 １ １ に 記 載 の 移 植 用 血 管 準 備 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 １ の 端 部 及 び 第 ２ の 端 部 を 備 え 、 内 部 容 積 を 包 囲 す る 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ と 、

(2) JP 2006-526574 A5 2007.1.11



　 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 内 部 容 積 を 有 し か つ 医 療 処 置 間 に 圧 力 を 印 加 す る 構 成
要 素 に 連 結 さ れ て ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 開 口 部 と 、
　 ハ ウ ジ ン グ に 連 結 さ れ て ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 圧 力 作 動 弁 と を 備 え 、 圧 力 作
動 弁 は 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 圧 力 が 閾 値 を 超 え る と き 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 か ら 圧 力 を 解 放
す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 処 置 間 に 印 加 さ れ る 圧 力 を 調 整 す る 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ハ ウ ジ ン グ は 、 内 部 容 積 を 包 囲 す る シ リ ン ダ 状 で 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ で あ る 請 求 項 １ ３
に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、
　 ハ ウ ジ ン グ に 設 け ら れ た 孔 と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 に 摺 動 可 能 に 配 置 さ れ る プ ラ ン ジ ャ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 に 配 置 さ れ る バ ネ と を 備 え 、
　 バ ネ は 、 ハ ウ ジ ン グ の 第 ２ の 端 部 と プ ラ ン ジ ャ と の 間 に 配 置 さ れ 、 休 止 位 置 の プ ラ ン ジ
ャ は 、 孔 と ハ ウ ジ ン グ の 開 口 部 と の 間 に 配 置 さ れ 、 開 口 部 を 通 じ て 流 体 が ハ ウ ジ ン グ の 内
部 容 積 内 に 注 入 さ れ る と き 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 の 増 加 す る 圧 力 に よ り 、 孔 に 向 か っ
て プ ラ ン ジ ャ を 移 動 さ せ る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 孔 は 、 ハ ウ ジ ン グ の 側 部 に 配 置 さ れ て ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 に 連 絡 し 、 標 準 圧 力 で は 、
孔 は 、 プ ラ ン ジ ャ よ り も 第 ２ の 端 部 に 接 近 し 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 内 の 圧 力 が 増 加 し て
、 プ ラ ン ジ ャ が 移 動 し て 孔 を 通 過 す る と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 圧 力 は 、 孔 を 通 じ て 解 放 さ れ る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、 圧 力 の 閾 値 を 選 択 で き る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 第 ２ の 構 成 要 素 に 沿 っ て 複 数 の 孔 を 配 置 し 、 更 に 、 １ つ の 孔 を 選 択 的 に 開 口 す る と 同 時
に 、 他 の 複 数 の 孔 を 閉 塞 す る 位 置 に 配 置 で き る 選 択 部 材 を 複 数 の 孔 に 対 し て 移 動 可 能 に 取
り 付 け た 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 最 大 負 圧 で あ る 閾 値 を 負 圧 が 超 え る と き 、 圧 力 作 動 弁 は 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 負 圧 を 解 放 す
る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 圧 力 作 動 弁 は 、 構 成 要 素 に 連 絡 す る 開 口 部 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置
さ れ 、 負 圧 が 通 過 す る 孔 を 有 す る プ ラ ン ジ ャ と 、 孔 内 に 配 置 さ れ る 解 放 プ ラ ン ジ ャ と を 備
え 、 プ ラ ン ジ ャ が 開 口 部 に 向 か い 閾 値 位 置 を 超 え て 移 動 す る と 、 解 放 プ ラ ン ジ ャ は 、 プ ラ
ン ジ ャ か ら 押 し 離 さ れ 、 プ ラ ン ジ ャ が 閾 値 位 置 に 低 下 し て 、 負 圧 を 解 放 す る 請 求 項 １ ９ に
記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 内 部 容 積 を 包 囲 し か つ 加 圧 流 体 を 搬 送 す る ハ ウ ジ ン グ と 、
　 ハ ウ ジ ン グ の 内 部 容 積 に 連 絡 す る 圧 力 作 動 弁 と を 備 え 、
　 圧 力 作 動 弁 は 、 内 部 容 積 内 の 圧 力 が 閾 値 を 超 え る と き 、 内 部 容 積 か ら 圧 力 を 解 放 す る こ
と を 特 徴 と す る 医 療 処 置 間 に 印 加 さ れ る 圧 力 を 調 整 す る 圧 力 調 整 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 ハ ウ ジ ン グ は 、 内 部 容 積 を 包 囲 す る 実 質 的 に 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン グ と 、 非 弾 性 の ハ ウ ジ ン
グ 内 に 設 け ら れ た プ ラ ン ジ ャ と を 含 む シ リ ン ジ で あ る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 圧 力 調 整 装 置 。
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